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ときわ台の景観を守る会 

    ときわ台まちづくり委員会 

  代 表  鈴木博之 近藤洋子 

事務局  島田晴子 tel・fax  3960‐3869 

ざ 

振
込
用
紙
で
の
協
力
金
お
願
い
の

開
始
か
ら
二
週
間
あ
ま
り
で
の
結
果

は
左
記
の
通
り
。
素
晴
ら
し
い
！ 

こ
の
数
は
、
時
間
切
れ
で
裁
判
に

踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情

も
あ
り
、
皆
様
の
ご
意
見
に
つ
い
て

十
分
な
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
私
た

ち
を
勇
気
付
け
る
に
余
り
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。 

世
田
谷
で
も
環
境
破
壊
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
訴
訟
の
件
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
私
た
ち
の
行
動
は
間
違
っ
て
は

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

振
込
用
紙
に
書
い
て
い
た
だ
い
た

ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

 

常
盤
台
が 

東
京
都
の
「
お
し
ゃ
れ
な 

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
の

指
定
地
区
に
内
定
！ 

ま
だ
都
か
ら
の
正
式
発
表
は

な
い
が
、
内
々
で
下
準
備
を

進
う
ね
ん
め
て
い
る
。 

○ 藤和マンション行政訴訟   
  

・ 証人尋問 

１０月２７日（水）５２２号法廷で原告Ａさん

の証人尋問がありました。予め陳述書も提出、弁

護士からの質問にＡさんが答える形で進行。向こ

う側弁護士も２，３質問、狭い道に巨大な建物を

建てれば、人・車の流入も増し、災害時にも混乱

を生じる、毎朝登校するわが子を見送るＡさんに

とっては切実な問題です。現に大型車は曲がりき

れずカーブミラーは壊されています。道を部分的

に業者に都合よく広げて、建たせてやっている行

政は、区民の方を向いていません。 

・景観ネットから応援 

石原一子さんたちが傍聴に来てくれました。感謝。 

・初傍聴Ｙさん 

ニュースを見て、初めて傍聴に参加したＹさんの

感想は、小さい時社会科の授業で傍聴したときと比

較して、刑事事件ではないせいか、法廷全体が優し

い感じがする、ということでした。 

・高裁へ控訴した日本建築センターの分 

１１月１日（月）午後、８１２号法廷で第一回の

口頭弁論がありました。予想通り、建物完成後の訴

訟利益はない、というひどい判断が最高裁の判決と

いうだけで押し通され、比較的良識派といわれる裁

判長も、従来の弊害を破る勇気もなく、気の毒そう

な顔をしながら１１月１７日には棄却の判決、とい

うスピード感だけの法廷でした。 
 

この論理を崩すのは、今の日本では並大抵のこと

ではできないと痛感しました。長いものに巻かれる

日本人の体質そのもののの変革・既得権を振り回す

土建国家そのものの解体、等々が必要だというのに、

一住民組織の私たちに何ほどの働きができるでしょ

うか。しかし、いつか必ず歴史が判決を下すことで

しょう。 
 

 本裁判の最終口頭弁論は 

 12 月 8 日（水）10 時 30分 522号法廷 

 

○ 1970年台の 

常盤台街並み写真展 
 

  11 月 25 日（木）～30 日（火） 
於 ギャラリー服部 

   （日本書道美術館横） 
 

 都市計画家の金井一郎さんが、5 月の

写真展に見えた際、ご自分が昭和 49 年と

5１年に常盤台の街並みを撮影したネガ

フィルムを下さいました。 

 今回は、その写真と現在の写真を並べ

て展示します。 

 変わってしまった常盤台と、変わらぬ

常盤台と、未来に向けて考えるよすがと

なれば、と思います。 

 お誘い合わせてお出でください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 景観まちづくり検討会（第 4回） 
  

 11 月 14 日（日）10 時から、介護センタ

ー2 階で第 4 回の景観まちづくり検討会が

行われました。 

 今回はアンケートのたたき台の検討で、

選択肢をいくつにするか、この質問は適当

か、などの具体的なやり取りがありまし

た。率直な意見交換ができていたようでし

た。常盤台に関心があり、勉強しようとす

る学生たちの熱意には感心します。 

 龍谷大の学生たちは翌日神奈川県秦野市

のまちづくり条例を取材に行くとか。文化

祭には常盤台を国立や鞆の浦と並んで取

り上げてくれました。 

 他にも東大・千葉大・筑波大などの学生

が参加。法学部があり、比較的近い立教大

や、大東大の学生はどうしているのでしょ

うか。ましてや肝心の住民は？ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定
例
会
十
二
月
十
一
日
（
土
）
七
時
～ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
服
部
」
に
て 

 
 
 

 

 
 

 
  
 

 

常
盤
台
公
園
の
は
な
づ
く
り 

 

十
一
月
十
二
日
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
そ
の

他
を
植
え
ま
し
た
。
例
年
よ
り
多
く
注
文
し
、
一

人
が
健
康
診
断
と
重
な
っ
て
欠
席
し
た
せ
い
か
、

三
時
間
ほ
ど
の
労
働
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

苗
の
数
も
適
量
を
考
え
な
い
と
・
・
・ 

冬
に
入
る
前
の
穏
や
か
な
こ
の
季
節
は
良
い
も

の
で
す
。
贅
沢
で
な
く
て
も
美
味
し
い
も
の
が
食

べ
ら
れ
、
苦
痛
な
く
歩
け
る
だ
け
で
も
幸
せ
！
と

感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
病
気
の
人
、
老
い
て
一
人

で
は
何
も
で
き
な
く
な
っ
た
人
、
借
金
に
追
わ
れ

て
い
る
人
、
な
ど
が
多
い
中
で
、「
徒
然
草
」
で
兼

好
が
言
う
「
名
利
に
使
わ
れ
て
」
生
き
な
く
て
も

よ
い
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
を
か
み
締
め
ま
す
。 

花
づ
く
り
の
会
の
人
た
ち
の
動
き
は
、
そ
の
日

何
を
す
る
か
、
簡
単
に
打
ち
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
相
談
な
ど
無
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の

都
度
必
要
に
応
じ
て
自
然
と
分
担
し
て
作
業
し
て

い
ま
す
。
個
々
の
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
作
業
す
る
の
で
、
負
担
に
思
う
こ
と
も
無
く
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
、
皆
が
花

や
植
物
が
好
き
だ
か
ら
、
何
の
報
酬
も
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
で
も
満
足
で
き
る
の
で
す
。 

組
織
と
い
う
と
会
社
人
間
は
す
ぐ
上
下
関
係
を

作
り
た
が
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
会
に
は
そ
ん
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由
・
平
等
・
お
も
い
や

り
、
そ
う
い
う
単
純
で
大
切
な
も
の
が
あ
る
よ
う

だ
、
と
い
う
の
は
自
画
自
賛
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

図
書
館
改
築
と
放
置
自
転
車 

 
十
一
月
十
七
日
、
教
育
委
員
会
の
北
川
教
育
長
、
中

央
図
書
館
の
近
藤
館
長
と
面
談
し
ま
し
た
。 

 

中
央
図
書
館
の
改
築
に
際
し
、
地
域
住
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
欲
し
い
の
で
是
非
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

い
て
ほ
し
い
こ
と
、
常
盤
台
小
学
校
裏
の
自
転
車
を
収

容
で
き
る
駐
輪
場
を
図
書
館
の
地
下
に
作
っ
て
ほ
し
い

と
要
望
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
五
年
に
開
館
し
た
中
央
図
書
館
の
建
物
・

設
備
は
四
十
年
間
そ
の
ま
ま
で
す
。
建
築
基
準
法
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
か
ら
、
今
の
場
所
に
は
同
規
模
の
も

の
は
建
て
ら
れ
ず
、
二
十
万
冊
の
図
書
を
収
納
し
、
さ

ら
に
蔵
書
を
増
や
し
た
り
、
快
適
な
空
間
の
図
書
館
に

す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
規
模
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
改
築
の
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
何
も
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

 

ま
ず
は
地
域
住
民
が
中
央
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
を

思
い
描
い
た
り
、
語
り
合
う
事
の
出
来
る
プ
レ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
多
様
な
意
見

を
集
め
て
は
っ
き
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
区
に
示
す
こ

と
が
で
き
た
な
ら
、
中
央
図
書
館
改
築
と
い
う
区
行
政

の
優
先
順
位
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で

す
。
地
理
的
に
区
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
常
盤
台
は

板
橋
区
の
文
化
拠
点
の
ひ
と
つ
に
な
り
え
る
の
に
、
今

の
中
央
図
書
館
は
あ
ま
り
に
寂
し
い
で
す
。 

 

私
は
駅
前
の
三
井
住
友
銀
行
横
の
今
は
駐
車
場
に
な

っ
て
い
る
土
地
に
、
図
書
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
児
童
館
、

集
会
室
や
会
議
室
な
ど
の
複
合
施
設
を
作
り
、
そ
の
地

下
に
千
台
規
模
の
駐
輪
場
が
作
ら
れ
た
ら
な
ん
と
素
敵

な
こ
と
か
と
夢
見
る
の
で
す
。 

 
 
 

Ｙ
・
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目
か
ら
鱗 

―
「
デ
フ
レ
の
正
体
」
― 

 

今
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
間
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

て
い
る
「
デ
フ
レ
の
正
体
」
と
い
う
新
書
が
あ
り
ま

す
。
内
容
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
失
わ
れ
た
二
十
年

の
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
た
デ
フ
レ
社
会
の
真
相
は
「
団

塊
世
代
の
一
時
退
職
―
彼
ら
の
年
収
の
減
少
―
彼
ら

の
消
費
の
減
退
―
内
需
対
応
産
業
の
一
層
の
供
給
過

剰
感
―
同
産
業
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
値
崩
れ
ー
同

産
業
の
採
算
悪
化
―
同
産
業
の
採
算
抑
制
・
人
件
費

抑
制
―
内
需
の
一
層
の
減
退
―
国
内
経
済
の
縮
小
」

と
言
う
流
れ
が
原
因
で
あ
る
と
言
う
も
の
で
す
。 

生
産
年
齢
人
口
（
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
）
が
一

九
九
六
年
ご
ろ
か
ら
減
り
始
め
て
い
る
。
決
し
て
「
景

気
循
環
」
だ
け
で
説
明
で
き
な
い
と
細
か
い
数
字
や

地
方
間
の
デ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
説
明
し
て
お
り
、

大
変
参
考
に
な
り
「
目
か
ら
鱗
」
の
読
み
物
で
す
。 

団
塊
の
世
代
が
い
な
く
な
っ
た
二
・
三
十
年
後
の

日
本
は
生
産
年
齢
人
口
が
三
―
四
割
減
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
時
の
日
本
の
姿
を
次
の
様
に
予
測
し
て
お

り
ま
す
。 

「
戦
後
半
世
紀
を
支
配
し
た
都
市
開
発
地
域
拡
大
・ 

容
積
率
上
昇
・
土
地
神
話
と
言
っ
た
も
の
は
全
て
崩 

壊
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
土
地
開
発 

地
域
を
縮
小
し
旧
来
の
市
街
地
や
農
山
村
集
落
を
再 

生
し
中
途
半
端
な
郊
外
開
発
地
は
田
園
や
林
野
に
戻 

し
個
性
を
持
っ
た
都
市
景
観
の
復
活
が
図
ら
れ
ま
す

容
積
率
を
下
げ
て
安
普
請
の
高
層
建
築
物
を
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
の
整
っ
た
中
低
層
建
築
物
に
建
て
直
す
『
減

築
』
も
当
た
り
前
に
な
る
」
と
論
破
し
て
お
り
ま
す
。 

如
何
で
す
か
皆
さ
ん
、
将
来
像
の
実
現
を
皆
さ
ん

の
力
で
少
し
早
め
ま
せ
ん
か
。 
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